















































































































のに変更した。そのためにEnd-of-Life Nursing Education 
Consortium-Japan(ELNEC-J)教育プログラムを使用した研
修を行うこととした。それに合わせて2.5日集中の研修を行
うこととした。ELNEC-J教育プログラムは2000年米国看護
大学協会とカリフォルニア州の医療施設のあるCity of Hope
が作成したELNECをもとに、日本緩和医療学会が開発した
ものである。10のモジュールからなりたっており、がん看
護に偏る傾向にある緩和ケアとは異なり、倫理問題や高齢
者のケア、文化的背景、臨死期のケアなど多岐にわたった
内容となっている。講義の形式はティーチングだけでなく
ロールプレイや事例検討などであり、研修者が明日から活
かせるようにされたプログラムである。このプログラムを
使用して実施した緩和ケア研修の研修者の満足度や理解度、
今後への課題を明らかにしたい。
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エンゼルケアマニュアルの改正と職員教育
福井赤十字病院　看護科
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【はじめに】Ａ病院では、Ｈ２２年に、遺族からの意見と葬
儀社へのアンケート調査をもとにエンゼルケアマニュアル
（以後マニュアルとする）の改正を行い、以後、ケアの質の
向上を目的に、毎年勉強会を実施している。毎年、勉強会
の参加率は上昇しているが、今年度はさらに参加率を上げ
るために、動画を含めたプレゼンテーション方法で勉強会
に取り組んだのでその結果を報告する。
【方法】マニュアルの改正：Ｈ２２年葬儀社にアンケート
調査を依頼し、集計結果より問題点を抽出し、現マニュア
ルへと改正した。1年目：緩和ケアリンクナース委員会主催
の勉強会において、看護職員を対象に従来のマニュアルと
改正後のマニュアルの変更点を列記して勉強会を実施した。
２年目：同じ主催の勉強会において、「１、ご遺体に関する
基礎知識」「２、動画（独自で作成）で見る基礎技術（４例）」
の２つのテーマで勉強会を実施した。３年目：動画をさら
に充実（６例）させ、まずは各部署代表のリンクナース委
員に勉強会を行い、その委員が各部署において全員対象に
勉強会を実施した。
【結果】１年目の参加率は１１％、２年目の参加率は３７％、
３年目の参加率は７０％と上昇した。
【考察】改正したマニュアルの職員教育において、ケアの質
を向上させるためには、勉強会に一人でも多く参加しても
らえるよう、構成を十分に検討する必要がある。今回、実
際に現場で使用している器材を利用してエンゼルケアを実
施する場面を、ＤＶＤに収録し勉強会を行った。紙面だけ
の説明よりも、動画を用いた視覚教材を利用して勉強会を
行う方が、勉強会参加率の増加につながることが明らかに
なった。今後も動画を利用した勉強会を続け、さらにケア
の質の向上へとつなげたいと考える。
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